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Теоретичні питання:*

Опрацювати та законспектувати наступні питання:
1.  文字の授業のヒント（ст. 5-9）

2. 会話の授業のヒント (ст. 10-15)
3. 作文の授業のヒント (ст. 17-22)
4. 読解の授業のヒント (ст. 23-29)
5. 文法・語彙の授業のヒント (ст. 30- 35)
6. 聴解の授業のヒント (ст. 40- 43)
7. 日本事情・日本文化の授業のヒント (ст. 36- 39)
* сторінки надаються згідно конспекту лекцій (岩田一成、木山智子・日本語教授法、２学期ハンドバック). На опрацювання кожного питання відводиться 3 години.


Практичні завдання:

文字の授業のヒント (4 години)

· 漢字カレンダー
Ознайомтесь з прикладом та самостійно скдадіть подібний ієрогліфічний календарь 
http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/dw_pdfs/tushin47n.pdf (2 години)


· 漢字計算、漢字じゃんけん、熟語しりとり
Ознайомтеся з описами, виберіть вправу на вибір: продумайте хід вправи, підготуйте опис і необхідний роздавальний матеріал
http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/dw_pdfs/tushin48n.pdf　(3 години)　



会話の授業のヒント (4 години)


· Виповніть вправу (2) ст. 12
次のことができるのはどのレベルでしょうか。レベルをN－Sで書いてください。

· Надайте відповіді на запитання  ①, ② ст. 14
現実のコミュニケーションの場面で、このインタビューを行ったら、どんな目的のインタビューが考えられますか。

このインタビューを行う学習者が興味を持っているかどうかわかりません。動機付けの活動として、どのようなほうほうが考えられますか。


作文の授業のヒント (5 годин)

· Надайте відповідь на запитання 2 ст. 16
「話すこと」と「聞くこと」には、いくつか違いがあります。どのような違いがあると思いますか。そして、言語学習において、「書く」ことにしかない利点には、どのようなものがあると思いますか。

· Надайте відповідь на запитання 3 ст. 17
作文する経験を重ねていく中で熟達した書き手は、どのような書き方をしていると思いますか。未熟な書き手と比較して、その特徴をあげてみましょう。

· Виповніть вправу ４ ст. １７
次の項目は書くときに必要なスキルを書いたものです。初級・中級・上級、どのレベルでより重要なスキルでしょう。重要度の順に点（３・２・１）を書いてみましょう。

· Виповніть вправу ５ ст. １８
教室活動で行われる作文のタイプの例です。次のような活動は初級・中級・上級、どのレベルで行われるのが適当でしょうか。

· Виповніть вправу ６ ст. １９
〈翻訳練習〉と〈制限作文〉、それぞれの長所と短所を考えて見ましょう。

· Надайте відповідь на запитання ７ ст. １９
「私の夢」について自由作文を書かせる場合、①-④の枠組みをどのようにさしますか。

· Виповніть вправу １０　ст. ２１
(　)　の中に 、a-fに当てはまるものを書き込んでください。

· Виповніть вправу １１　ст. ２２
a-k.の活動は、それぞれ、次の項目を満たしていますか。○をつけてください。

読解の授業のヒント (3 години)

· Виповніть вправу ５　ст. ２５
①から⑧は、｢読み｣で使われる方策(ストラテジー)のれいです。(１)　トップダウンモデルの読み方するときに使うストラテジーと　(２)　ボトムアップモデルの読み方をするときに使うストラテジー、(３)　その両方で使うストラテジーにわけてください。

· Виповніть вправу ７ст. ２６
日常生活で、みなさんは、どんな時に読みますか。また、何かを読んだ後で、それに関連して、何をしますか。

· Виповніть вправу ９ст. ２８
①から⑩は、タスクの例です。授業ではそれぞれ、前作業、本作業、後作業のどの段階にしますか。



文法・語彙の授業のヒント (2 години)

· Виповніть вправу  3 ст. 35-36
次の文法説明は図１のA・C、つまり、形、意味、使い方のうち、どれを中心に説明していますか。(　)の中にA・Cを書いてください。

· Виповніть вправу 4 ст. 36
以下の例文を使って、学習者に考えさせます。教える文法項目は何でしょう？

聴解の授業のヒント (2 години)

· Виповніть вправу ２　ст. ４２
問題①で効果的だと判断した方法をもう一度見比べて、下のように分類してください。

日本事情・日本文化の授業のヒ (2 години)

· Надайте росширену письмову відповідь на запитання ст. 39 （на лист А4）
自分の国でどのような体験型の日本事情・日本文化の授業が可能か考えて見ましょう。
 



